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断裂時における分裂核の伸びと荷電偏極との関係を明らかにする。それを基にランジュバン模型コードを

改良し、荷電偏極の効果を取り扱うことによりウラン領域の低励起複合核からの核分裂片のアイソトープ

分布を精度良く計算可能とした。 
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1. 緒言 

核物質の非圧縮性のために、原子核表面の中性子密度が下がるとそれに伴って対称エネルギーの増加と拮

抗するように陽子密度が上昇する。そのために重い核分裂片と軽い分裂片では荷電の分けられ方が不変電

荷分配（UCD）の仮定とは異なるものと考えられており、実験でも UCD からのズレ（荷電偏極）が観測さ

れている。これは一次核分裂収率や独立収率としばしば表される核分裂片のアイソトープ分布と関係し、

その測定は低励起エネルギーにおいて現在も挑戦的な課題であるため、その理論的研究は重要である。こ

のような物理量は工学的な応用においても極めて重要である。特に遅発中性子放出の境界は UCD と近接し

ている（下図参照）ため、核分裂時の荷電偏極をウラン領域の核に対して正確に見積れる理論の確立が原

子炉の安定性を確保する上でも必要不可欠である。 

 

2. 理論 

荷電偏極をエネルギー最小化から導出する[1,2]。荷電偏極を与えるポテンシャルとしては、ランジュバン

計算で用いられる二中心殻模型と質量公式を用いる。これらのポテンシャル下で動力学模型から低励起ウ

ラン同位体の核分裂における分裂片のアイソトープ分布を求める[3,4]。ただし動力学模型のポテンシャル

に含まれるシェル補正やペアリング補正は、分裂核全体のエネルギーを最小化する際には無視する。 

 

3. 結論 

荷電偏極の分裂する直前の分裂片の伸び物理量に対する依存性を検証し、その影響が核分裂片のアイソト

ープ分布に与える影響をランジュバン計算により評価した[4]。 
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